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〇１９８０年代から試験的にスタート
・・・なぜ衛星なのか？

〇活用内容は、広範囲
①海水温情報による漁場探索
②潮流情報による漁具敷設方向
・航路の選択
③灯火漁船位置の把握
④流氷位置の把握など

〇最も使われているのが海水温
情報による漁場探索。

水産分野での衛星データの活用
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JAFIC Japan Fisheries Information Service Center

アジ類

マサバ

ゴマサバ

ブリ

マグロ

カツオ

暖水舌の先端部

潮目

表面水温と漁場形成
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最新の衛星
2017年打ち上

げの最新鋭の
衛星画像と漁場

2018年10月21

日のGCOM-C

（しきさい）/SGLI

による水温と漁
場

（三角はサンマ
漁場、丸はカツ
オ漁場）
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衛星リモートセンシングが活用される現場（漁船のブリッジ）

高精度水温図や気象情報を洋上の
漁船で見ることが出来るシステム
2008年よりスタート
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エビスくんの利用状況

エビスくんの効果
１ 漁場探索時間；１５～３３％短縮
２ 漁獲量； １０～２５％増加
３ 給油削減率； ４～２３％削減
２０１８年にエビスくん利用漁船４５２隻に対し、アンケート調査を行い、
１５０隻からの回答結果
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都道府県などエビスくんユーザー以外への配信

漁業情報サービスセンター

エビスくんユーザー
の多くは漁業団体
に所属する漁船

都道府県には衛
星情報を県の
ニーズに応じて
配信

県海面を中心とした
水温図などを作成

都道府県下の小さな漁船
は県のHPなどから無料の
情報を閲覧
（裾野は数千隻以上）
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海を観測する色々
な種類の衛星

通信衛星

タブレットや
PCやスマホ

データ解析
漁場予測や海洋
数値モデル

色々な種類の衛星
画像や予測情報
情報の重ね合わせ
表示

衛星リモートセンシングと水産海洋の今

漁船でも、調査船でも
洋上でも陸でも
見たい時に最新の情報を

JAFIC Japan Fisheries Information Service Center

リアルタイム、高頻度、高精
度、高解像度のデータが求め
られている
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H30年度ICTを利用した漁業技術開発事業

のうちスマート沿岸漁業推進事業

（水産庁委託事業）

九州北部スマート漁業推進(QSF)チーム

代表：広瀬直毅（九州大学応用力学研究所）×共同研究９機関

（九州大，長崎大，福岡県，佐賀県，長崎県

JFEアドバンテック，いであ，JAFIC，古野電気）
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考察：最も素直に考えると？

漁家経営を好転させるには？
↓

経費の節減・収益性改善
↓

科学・技術の活用
↓

漁場は海況で決まる
↓

沿岸海況予測が必要
↓

観測データが足りない

魚どこ？
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沿岸漁業の支援戦略(2019.3)

漁家経営が好転する
↑

経費の節減・収益性改善
↑

ICT利用の漁業
↑

漁場が分かる
↑

高精度の沿岸海況予測
↑

高密度の沿岸観測
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沿岸漁業の支援戦略(2019.3)

漁家経営が好転する
↑

経費の節減・収益性改善
↑

ICT利用の漁業
↑

漁場が分かる
↑

高精度の沿岸海況予測
↑

高密度の沿岸観測

強い潮が分かるから網の
損失が減った狙った層に漁具を入れるために

潮流情報がありがたい。精度が
上がれば気象予報のように欠か
せなくなるのでは？

九大の予報の中でも特に「●●」がよくヨコワの
現場と適合していた。当日の情報が出ることは
画期的で利用価値が高い。これまでの表面水温
は過去情報だけだった。もう見ないかもしれない。



水産海洋分野での衛星データの活用と
ICTによる高度化

• SDGs14において海の豊かさを守ることが提案され
ており、衛星やICTの利活用は今後更に進むと予想
される。政府が推進するSociery5.0にも資する。

• 衛星データの活用については①高精度化と沿岸域
観測の強化、②衛星の持続的な打ち上げ、③情報
のアップグレード（予測）、などが期待されている。

• ICTの活用は北九州に限らず色々な地域へ展開が

期待される。またノウハウは養殖業など関連分野へ
の応用が期待される。 14




